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１．事業の構成機関・構成員 
1-1 構成員 
（１）教育機関 

名称 役割等 都道府県名 
１ 学校法人 YIC学院  

社会事業本部 
◎実施推進委員会 
◎体制整備委員 
講座開発運営委員 

山口県 

２ 学校法人 YIC学院 管理本部 
経営戦略課 
IR・監査室 

実施推進委員会 
体制整備委員 

◎講座開発運営委員 

山口県 

３ 学校法人 YIC学院  
YIC情報ビジネス専門学校 

実施推進委員会 
体制整備委員 
講座開発運営委員 

山口県 

４ 学校法人 YIC学院  
YIC調理製菓専門学校 

実施推進委員会 山口県 

５ 学校法人 YIC学院（京都） 
YIC京都ビューティ専門学校 

実施推進委員会 京都府 

 
 
（２）企業・団体 

名称 役割等 都道府県名 
１ 山口商工会議所 実施推進委員会 

体制整備委員 
山口県 

２ 山口県観光連盟 実施推進委員会 山口県 
３ 山口県職業能力開発協会 実施推進委員会 山口県 
４ 山口県情報産業協会 実施推進委員会 山口県 
５ デジタルハリウッド株式会社 実施推進委員会 

講座開発運営委員 
東京都 

 
 
（３）行政機関・その他 

名称 役割等 都道府県名 

１ 山口労働局 職業安定部 訓練課 実施推進委員会 山口県 
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２ 山口県観光スポーツ文化部 観光政策課 実施推進委員会 山口県 
３ 山口県 産業労働部 産業人材課 実施推進委員会 

体制整備委員会 
山口県 
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1-2 事業の実施体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

実施推進委員会  ５回委員会（ 6・8・10・12・2月） 

・YIC 学院、YIC 情報ビジネス、YIC 調理製菓、YIC 京都ビューティ専門学校 
・行政機関 
 （山口県観光政策課・産業人材課・山口労働局） 
・企業団体・会社 
 （山口商工会議所・山口県観光連盟・山口県職業能力開発協会・ 
  山口県情報産業協会・デジタルハリウッド） 
・学識協力者所属教育機関 
 （山口大学・熊本大学・福岡大学・大分大学） 

体制整備委員会 

５回委員会 

（ 6・8・10・12・2 月） 

・運用体制（団体・企業連携） 

・オンライン学習システム 

・リスキル推進アドバイザー育成 

・講師育成 

講座開発運営委員会 

５回委員会 

（ 6・8・10・12・2 月） 

インバウンド対応おもてなし英会話  

・マナープロトコール 

・DX 系エントリーコース 

・中核 DX人材育成コース 
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２．事業の内容 
2-1 事業の趣旨・目的 
山口県重点産業振興のため、観光・料飲サービス業界地域団体と連携し、人材不足解消と生産性向上を
目指す。 
昨年度の講座開発および実証テストランを経て、本年度は下記の４講座においてフルパッケージでの講
座を提供した。 
１．インバウンド対応おもてなし（英）会話コース  
２．マナープロトコール 
３．DX系エントリーコース（デジタルマーケティング） 
４．リスキル推進アドバイザー育成講座 

在職者の学びを促進する仕組みとして、企業が期待する人材への学習環境の提供を目的に、多忙な在職
者の時間・場所に柔軟な対応が可能なオンライン学習を活用。また、キャリアコンサルティングによる
継続的な学びを伴走支援するリスキル推進アドバイザーの育成講座を実施し、講座の実証とともに体制
整備を進めた。習得知識とスキルを業績に反映するため、類似学習の仲間と協働の場を構築、連帯感と
成長マインドセットをし、講座修了時には業務反映を想定した成果発表を行った。 
次年度は上記４講座に「中核 DX人材育成コース」と「リスキル推進アドバイザー講師育成講座」を加
え、企業人材への学びの提供とそれを支援する体制の整備を完結させる。 
本事業では、各講座の体制ガイドブック・運用ガイドを作成、３年の期間中に継続的に改定する。 
 
 
2-2 学び直し講座が必要な背景 
観光立県である山口県は特に観光・料飲・サービス分野において、コロナ禍の影響が 
表出している。山口県観光客動態調査によれば、新型コロナウイルス感染症に伴う渡航制限等の影響に
より、令和２年の外国人延べ宿泊者数は 61.2%減だったが、現在、急速に国内観光とインバウンド需要
は回復している。今後は、多様な観光・料飲・サービス業の復活が急務であり、その為、山口県おもて
なしを更に進化させ、ICT、AI等の DX技術を付加することで、多くの方に最適な情報提供を行い、地
域の相互連携による効果的なサービス提供をすることができる人材育成が課題となっている。また、山
口労働局によると、令和 6年 11月のバランスシートでは、有効求人倍率も接客・給仕の職業 1.70、販
売の職業 2.77と県平均 1.60よりも高いものとなっている。 
山口県としても、観光マーケティングの強化として、DX人材の育成によるデジタル媒体 
を活用した効果的な情報発信や分析データの蓄積・活用による施策の立案、統計データの活用による観
光マーケティングの推進を進めたいとしているが、山口県内において即戦力になる DX人材は不足して
いる現状にある。 
令和２年度には、山口大学大学院がものづくり分野中心に「就職・転職のためのリカレント教育推進事
業」を行っていることを踏まえ、令和３年度に『「DX等成長分野を中心とした就職・転職支援のため
のリカレント教育推進事業」「課題解決型 DX人材育成プログラム（観光・サービス業を中心とし
て）」』プロジェクトを本学院が受託し行っている。 
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令和３年度 YIC学院受託事業において「山口県観光・サービス業の DX人材ニーズ アンケート調査」
を行い、報告書を文部科学省および山口県にも提出している。山口地域職業能力開発促進協議会では、
令和５年度山口地域職業訓練実施計画にて、『山口県では、文部科学省の委託事業である「DX等成長
分野を中心とした就職・転職支援のためのリカレント教育推進事業」において、「課題解決型 DX人材
育成プログラム（観光・サービス業を中心として）」の講座が開講され、山口県の主要産業の一つであ
る観光関連産業の人手不足や必要とされる IT技術が明確にされている。』と引用され、令和 5年度の求
職者対象の職業訓練の新たな訓練科として本学院が実施した。 
 
なお、報告書から本提案をする上の根拠としては、以下の内容を挙げておく。 
１． 景気回復に伴い、業界の人材不足が深刻であり、人材補充・生産性向上が必要である 
２． IT化技術では SNSに注力しており、マーケティング活用したいと考えている 
３． IT化技術以外では、接遇･ホスピタリティ・コミュニケーションへの研修要望が多い 
４． 上記研修の他では、企画･プレゼン研修の要望が企業側からは多い 
５． 観光振興の課題で最も多いのは観光人材育成や生産性向上に対する専門組織の設立、次に多いの
が体験学習･インターンシップの強化と語学ができるガイドや人材の確保 
 
2024年 11月山口労働局によると「山口県下の宿泊業と飲食サービス業」の求人倍率が 28.2%増加
（対前年同月比）している。近年、新型コロナウイルスの感染急拡大により求職活動を控えたことが、
新規求人数が大幅に増えた主な要因だと分析されている。山口県の景気が回復傾向になっており、県内
の求人募集活動が活発化。山口県の有効求人倍率は 1.42となっている。 
一昨年度、本学院の文科省事業による調査では、今後山口県内観光業界で重要と思う IT化技術とし
て、最も多いのは SNS活用 34件（35%）、ホームページ 25件（24%）、Web広告 17件（18%）とな
っている。インターネットの世界ではインフルエンサーの活用が注目されており（インフルエンサーは
Instagram、Twitter、YouTubeなどの SNSでトレンド情報や PRを発信・投稿し世間に対して購買意
欲を促進させるなどの影響力を持っている）、インフルエンサーをマーケティングに活用することは
「インフルエンサーマーケティング」といわれ、多くの企業で広告効果が高い方法として注目をされて
いる。 
現在採用している IT化技術で、最も多いのはホームページの 44件（40%）である。次に多いのが
SNSの活用の 34件（31%）である。３番目に多いのが自動予約システムの 20件（18%）であること
から、在職者の学びが業績に即効力をもって反映することが期待できる。業績がアップすることで学び
の有効性を短期間で企業からの評価を得ることができ、学びの必要性を企業と在職者に訴求する効果が
あると考えられる。 
また、従業員に IT化技術以外で受けさせたい研修には、最も多いものとして、接遇･ホスピタリティ研
修の 29件（27%）がある。次に多いのがコミュニケーション力研修の 19件（18%）。３番目に多いの
が企画･プレゼン研修の 13件（16%）と同数の課題解決型研修が挙げられている。これらは接遇サービ
スの質を充実させるためのもので、インバウンド需要を含めてお客様に気持ち良く利用してもらうこと
でリピート効果を期待でき、有効と考えているものと思われる。 
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観光振興に重要な人材育成として最も多くの声には、観光人材育成や生産性向上について専門組織の設
立が 23件（24%）ある。次に多いのが体験学習･インターンシップの強化の 14件（15%）である。同
数で語学ができるガイドや人材の確保が挙げられている。 
 
以上の調査報告から、次の視点でこの度の事業方針とする。 
・業界は 100名以下の従業員の規模の会社が多いことを考慮して、それぞれの学習テーマごとに人数
を限定する。 
・長時間の学習時間の確保と固定的な受講時刻設定は厳しいと想定されることから、柔軟な学習形態を
可能とする。 
・個々の学びへの意欲喚起と学習仲間とともにする支援を行うため、企業を超えた地域での連帯的学習
環境作りが、地域の活性化と個人の継続学習につながる。 
・組織からの承認評価を受け業務成果とつながる学びの実質化が不可欠だと考えられる。 
・多くは個別学習の持続維持が課題だと言われていることから、支援をするスタッフ養成も必要で、地
域理解のある温かみのある支援者を育成する体制作りを行う。 
 
このように、令和３年度文部科学省委託事業である「DX等成長分野を中心とした就職・転職支援のた
めのリカレント教育推進事業：課題解決型 DX人材育成プログラム（観光・サービス業を中心として）
の実施において、関係業界からの調査・ヒアリングを通じて出た問題を、在職者のアップデートによっ
て優先的に解決する方策として、地域事業に即した現実的課題提案と実行に結びつける内容とする。 
 
 
2-3 開発講座の概要 
地方の人手不足で多忙な中での在職者を対象とする学び直し推進として、地域密着型のアップデートプ
ログラムの開発を行う。また個人と組織の共生に向けたキャリアプランニングの支援とその実現の為の
学びを進める「リスキル推進アドバイザー」を養成する人材育成と、さらにはそのアドバイザー育成す
る講座を行う講師人材の育成も併せて行う。 
 
 （１）基本的支援方法 

 内 容 

１ 

リスキル推進アドバイザー育成講座 （１・２・３年） 
 企業側の期待する学習課題のヒアリング 
 学習希望者対象のキャリアコンサルティング 
 学習方法、オンライン学習内容の選択支援 
 オンライン学習中の個別 1on1（学習ログ活用） 
 オンライン修了時受講者の集い  
 対面集合研修後の成果発表、修了後企業側への成果報告 
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２ リスキル推進アドバイザー認定講師講座（２・３年） 

３ 講座運用ガイドブック（３年） 

４ 団体運営マニュアル、リスキル推進ガイド（３年） 

 
 「リスキル推進アドバイザー」は、地域企業の人事等の関係者の声から、現状の在職者が自らの将来
設計を踏まえて能力開発を積極的に行っていない。また個々の学びたい学習と求められる能力をマッチ
ングができず、意欲的に学習継続ができないという問題に対応するものです。 
 
（２）在職者のリスキリング（新規開発・講座の再編集） 

 

 
  

 コース 初任 中堅 

開
発
す
る
コ
ー
ス 

インバウンド対応おもてなし（英）会話コース 〇 △ 

マナープロトコール （インバウンド対応可能なおもてなし専門人
材） 

〇 △ 

DX系エントリーコース（デジタルマーケティング） 〇 △ 

中核 DX 人材育成コース 2年目初版 
（対話型 AI活用による問題整理・課題解決法） 

△ 〇 

再
活
用
す
る
コ
ー
ス 

観光ビジネス概論・職業人講話（昨年度文科省 DX 人材育成事業作
成）(90分間 18回分） 

〇 〇 

観光 DX 活用講座（昨年度文科省 DX 人材育成事業作成） 
（５時間程度） 

〇 〇 
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（３）各講座の概要 
 ⅰ）名称（１） 

インバウンド対応おもてなし（英）会話コース 
 
 ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
観光・料飲・サービス分野入社３年程度の 
顧客サービスを行うフロントヤードの方 

学習ターゲット、目指すべき人材像 
地方魅力発信できるインバウンド対応可能な
おもてなしのコミュニケーションができる人
材 

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関す
る基礎知識の有無） 

対象とする分野にて就業経験があり、現状の
自らの会話能力を現場で高めたいという意欲
のある方（中学校レベルの語学力） 

プログラム受講後に想定される受講者のキャ
リア・受講者が目指す姿 

会話力と国際的なマナーの知識と山口県らし
さを持ちながらも、インバウンド対応もでき
るおもてなしの知識を活かした温かい会話が
できる 

開発するプログラムの目標受講者数 
（１期間あたり） 

５人（１年目）10人（２年目）10人（３年
目） 

開発するプログラムの想定総授業時数 
（１期間あたり） 

４０時間 

開発するプログラムの想定受講期間 
（１期間あたり） 

４か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 有 
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ⅲ）内容 
インバウンド対応おもてなし（英）会話コース   
（４ヶ月間 ４０H：約 27時間＋13時間自主学習）  

１）個別キャリアコンサルティング（１時間）…………診断的評価 
現状の会話力を把握し個別の学習レベルとキャリア形成の相談 
想定した提案のアプリ教材を活用して受講する。 

２）オンライン学習 （10時間程度）…………………前提・事前学習 
＊市販流通しているものを活用：英会話想定（レベルに合わせて選択） 
アプリ教材の活用（R5,R6オンデマンド教材活用の取り組みから学習推進の観点で改善を図

る） 
３）交流カフェ（２時間）  
  地域で学習した仲間との協働的学びの場を構成 
４）集合型ワークショップ（12時間）+実践課題レポート 6回…形成的評価（各回） 
＊山口の観光現場事例に基づいたロールプレイ演習等 
・国際的なマナーの知識と山口県らしさをもち、インバンド対応もできるおもてなしの知
識を活かした温かい会話ができる。 
・観光地・名称・食事等の紹介や現場での会話シーンを想定した事例教材にて学習をする
ことを通じて、受講者自身が会話課題を持ち、ロールプレイングにて会話ができるよう
に成果発表できるまでのプログラムを開発して実証する。 
・地域の事例については、業界卒業生と観光系学生からのヒアリングにて行い、ワークシ
ョッププログラムを開発する。 
・県内観光ビジネス講座（昨年度作成）と「やまぐち歴史・文化・自然検定」教材を推奨
する。 

５）成果発表（２時間）………………………………総括的評価（現場での実践的成果） 
＊文科省 DX人材育成事業作成の「観光ビジネス概論・職業人講話」（２０本）動画の複数視
聴を課題とする。 

 
 

 
  



14 
 

ⅰ）名称（２） 

インバウンド対応マナープロトコール 
 
ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
観光・料飲・サービス分野 
顧客サービスを行う全職種 

学習ターゲット、目指すべき人材像 

地方魅力発信できるインバウンド対応可能な
おもてなしのマナーの所作ができる人材 
観光産業に従事する者が、改めてどう接客し
どう対応するかを学んでいく。 

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関す
る基礎知識の有無） 

対象とする分野にて就業経験があり、現状の
自らの対人能力を現場で高めたいという意欲
のある方 

プログラム受講後に想定される受講者のキャ
リア・受講者が目指す姿 

対話力と国際的なマナーの知識と山口県らし
さを持ちながらも、インバウンド対応もでき
るおもてなしの知識を活かした温かい応対が
できる。 
行政や企業との連携をするための方法やそれ
に基づく基本的ビジネスマナー、プロトコー
ルを習得し、観光業におけるコミュニケーシ
ョンスキルを高める。 

開発するプログラムの目標受講者数 
（１期間あたり） 

１０人（２年目） １０人（３年目） 

開発するプログラムの想定総授業時数 
（１期間あたり） 

４３時間 

開発するプログラムの想定受講期間 
（１期間あたり） 

４か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 有 
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ⅲ）内容 
マナープロトコール（動画作成・改定）（４ヶ月間 ４３H：30時間＋13時間自主学習） 
１）個別キャリアコンサルティング（１時間）……診断的評価 
２）オンライン学習（13時間程度）……前提・事前学習 
＊事前にテキストと動画による学習と確認問題を行う。 
＊学習内容を踏まえて部分的動画で学習する。 

  （マイクロラーニングにより動画分と自主学習による課題を含めて） 
   ① プロトコールの基礎を理解している 
   ② 観光マーケティングの基礎を理解している 
   ③「自立」と「共存」のためにどんな考え方や行動習慣が必要か理解している 
   ④ 観光業界で働くためのコミュニケーションスキルを身につけている 
     ⑤ 観光業界で働く人材として、学んだことを使って活躍できる 
３）交流カフェ（２時間）  
＊受講者のマインドセットと連帯感醸成、受講者学習レベルの確認と実践演習に向けたチー
ム設定 

４）集合型ワークショップ（12時間）……………形成的評価（各回） 
事例成果演習（2時間 6回）＋実践課題レポート 6回、各回 自主課題 
＊事例によるワークショップ研修（山口観光現場事例に基づいたロールプレイ演習） 

５）成果発表（２時間） ………………………総括的評価（現場での実践的成果） 
対面による実技演習をテーマ別（来客応対・電話応対・接遇等）に行い、最終成果演習 
＊文科省 DX人材育成事業作成の「観光ビジネス概論・職業人講話」（２０本）動画の複数
視聴を課題とする。 
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ⅰ）名称（３） 

DX系エントリーコース（デジタルマーケティング） 
 
ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
観光・料飲・サービス分野でバックヤードを
主に担当する方 

学習ターゲット、目指すべき人材像 
地元の魅力を発信できる、インバウンド対応可
能な WEB あるいは SNS を通じて発信できる
人材。 

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関す
る基礎知識の有無） 

対象とする分野にて就業経験があり、かつ
SNS 利用や山口県および現場の魅力を多くの
方に広める意欲のある方 

プログラム受講後に想定される受講者のキャ
リア・受講者が目指す姿 

SNS の特色を活かし、マーケティングの知識
を踏まえながら情報発信ができ、インバウンド
対応、業績成果の効果測定もできる知識を持
ち、組織貢献できる。  

開発するプログラムの目標受講者数 
（１期間あたり） 

５人（１年目）１０人（２年目）１０人（３
年目） 

開発するプログラムの想定総授業時数 
（１期間あたり） 

４５時間 

開発するプログラムの想定受講期間 
（１期間あたり） 

４か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 有 

 
 
ⅲ）内容 

DX系エントリーコース（デジタルマーケティング）  
 （４ヶ月間 ４５H：32時間＋13時間自主学習）  
 
１）個別キャリアコンサルティング（１時間）…診断的評価 （おもてなし会話コース共通） 

現状の職場の現状を把握し、個別の学習ニーズとキャリア形成の相談を行う。 
２）オンライン学習（15時間程度）…………前提・事前学習 

＊市販流通しているものを活用：WEB/SNSマーケティング入門・基礎～応用 
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はじめて使う ChatGPT講座、はじめてのWebマーケティング 入門講座等 
＊昨年度文科省 DX人材育成事業にて作成 観光ビジネス概論・SNS概論(20本約 30時
間)、データマーケティング （約 10時間）より、所属組織と受講者のニーズで自主学
習として視聴動画選択 

３）交流カフェ（２時間）  
  地域で学習した仲間と協働的学びの場を構成。チームにより地域連帯感の醸成ワークを行

う。 
４）集合型ワークショップ（12時間）+実践課題レポート 6回……形成的評価（各回） 

＊開発ワークショップ研修 
（対話型 AI 活用による営業ツール実践企画作成と実行計画研修） 

＊企画立案編（2回） - 顧客のニーズ把握と分析- コンテンツ作成によるアプローチ方法
の検討- チームによる SNS活用による集客戦略の構築 

＊実践編（4回）- SNS活用による実践研修- 成果評価（クリック数の増加、問合せの増
加などの設定） - 目標達成に向けた分析・改善提案書の作成 

５）成果発表（２時間）＋実践成果報告……総括的評価（現場での実践的成果） 
＊昨年度、文科省 DX人材育成事業にて作成した「観光ビジネス概論」(20本約 30時
間)、「データマーケティング」（約 10時間）を自主学習用視聴動画として提供する。 
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ⅰ）名称（４） 

中核 DX人材育成コース（対話型 AI活用による問題整理・課題解決法） 
 
ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
観光・料飲・サービス分野でマネジメントを
主に担当する方 

学習ターゲット、目指すべき人材像 
現場の問題発見から課題解決までのプロセス
管理ができ、リーダーシップを発揮して DX
推進ができる人材 

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関す
る基礎知識の有無） 

中核的な働きを期待され、DX対応で組織的
マネジメントする役割を高めたい意欲のある
方 

プログラム受講後に想定される受講者のキャ
リア・受講者が目指す姿 

SNSやWebなど集客戦術のデジタル化を推
進する上で必要な計画を立案して、組織内メ
ンバーと協力して実行し、その成果を生み出
すためのマネジメントができる 

開発するプログラムの目標受講者数 
（１期間あたり） 

５人（３年目） 

開発するプログラムの想定総授業時数 
（１期間あたり） 

４３時間 

開発するプログラムの想定受講期間 
（１期間あたり） 

４か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 有 

 
ⅲ）内容 

中核 DX人材育成コース（デジタルマーケティング） ２年目新規開発 
 （４ヶ月間 ４３H：30時間＋13時間自主学習） 
１）オンライン学習 （15時間程度）…………前提・事前学習 
＊市販流通しているものを活用：マーケティング、リーダーシップ・コーチング、データ
サイエンス等複数から３科目以上を相談のうえ選択 

２）交流カフェ（1.5時間）  
＊受講者のマインドセットと連帯感醸成 

３）集合型ワークショップ（12時間）＋実践課題レポート 5回……形成的評価（各回） 
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＊開発ワークショップ研修 
（事例検討＋対話型 AI活用による企画立案＋実践報告と改善計画） 

４）成果発表（1.5時間）＋実践成果報告……総括的評価（現場での実践的成果） 
＊文科省 DX人材育成事業作成の「観光ビジネス概論・職業人講話」（２０本）動画の複数視
聴を課題とする。 
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ⅰ）名称（５） 

リスキル推進アドバイザー育成講座 （体制整備） 
 
ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
観光・料飲・サービス分野等を会員とする団
体等にて支援をする 

学習ターゲット、目指すべき人材像 
学び直しの支援者として業界の人材ニーズを
把握しキャリア形成サポートができる知識・
技能を身につけた人材 

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関す
る基礎知識の有無） 

カウンセリングマインドを持ち、キャリア開
発支援に対して知識を学ぶ意欲がある方。キ
ャリアコンサルティングあるいは職業能力開
発推進者の方を歓迎 

プログラム受講後に想定される受講者のキャ
リア・受講者が目指す姿 

山口県の業界状況を理解する方法を熟知し、
その上でキャリア開発に対する知見を持ち、
オンライン学習支援対応により学び直しをサ
ポートすることができる 

開発するプログラムの目標受講者数 
（１期間あたり） 

５人（２年目） １０人（３年目） 

開発するプログラムの想定総授業時数 
（１期間あたり） 

２０時間 

開発するプログラムの想定受講期間 
（１期間あたり） 

４か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 無 

 
ⅲ）内容 

リスキル推進アドバイザー育成講座 （４ヶ月間 ２０H：15時間 5時間自主学習） 
１年目：プロセス調査および講座プログラム（カリキュラム、シラバス、教材）第１版 
２・３年目：実証講座（実施講座活用）・プログラム改訂（第２版・最終版） 

１）オンライン学習講座 （５時間程度）………前提・事前学習 
＊新規開発したテキストと動画教材による学習と確認問題・評価を行う 

２）集合型ワークショップ（９時間）………形成的評価（各回） 
＊事例によるワークショップ・ロールプレイ研修 
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３）学習評価試験（１時間）………………総括的評価（現場での実践的成果） 
 筆記と実技およびレポート評価とする…修了証を発行 
＊基本支援方法 
＊企業側の期待する学習課題のヒアリング 
＊受講者対象のキャリアコンサルティング 
・学習方法、オンライン学習内容の選択支援 

・オンデマンド学習中の個別 1on1（学習ログ活用） 
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ⅰ）名称（６） 

リスキル推進アドバイザー認定講師講座 （体制整備） 
 
ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
リスキリングを普及する団体および従事する
支援者を育成する指導者 

学習ターゲット、目指すべき人材像 
リスキル推進アドバイザー講座を講師として
運営できる知識・技術を身につけた人材 

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関す
る基礎知識の有無） 

キャリアコンサルタントの知識・技能を有し
ており、オンライン学習についての一定の理
解のある方 

プログラム受講後に想定される受講者のキャ
リア・受講者が目指す姿 

地域特性に合わせた人材育成に対する課題を
理解して、受講者の学習選択と継続的な学習
を伴走支援できる人材 

開発するプログラムの目標受講者数 
（１期間あたり） 

５人（３年目） 

開発するプログラムの想定総授業時数 
（１期間あたり） 

２０時間 

開発するプログラムの想定受講期間 
（１期間あたり） 

４か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 無 

 
ⅲ）内容 

リスキル推進アドバイザー認定講師講座  
（４ヶ月間 20H：15時間 5時間自主学習） 
２・３年目：プログラム開発・実証講座 
１）自主学習講座 （５時間程度）…………前提・事前学習 
＊新規開発したテキストと動画教材による学習と確認問題・評価を行う 

２）集合型ワークショップ（９時間）…………形成的評価（各回） 
＊事例によるワークショップ・ロールプレイ研修 

３）学習評価試験（１時間）………………総括的評価（現場での実践的成果） 
 筆記と実技およびレポート評価とする……修了証を発行 
＊リスキングに求められる社会的背景と現状の課題 
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＊基本支援方法と講座運営法 
＊企業側の期待する学習課題のヒアリング（ニーズ確認リスト） 
＊受講者対象のキャリアコンサルティング演習のファシリテーション 
・学習方法、オンデマンド講習内容の選択支援 
・オンデマンド学習中の個別 1on1（学習ログ活用） 
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３．今年度の具体的活動内容 
3-1 今年度実施の概要 

 
基本事業設計に基づき、実施推進委員会における委員からの意見に基づき、年度の計画
を進めて行く。なお、委員会の委員による助言により開発内容を含めて開発を進めて行
き、講座についても広報及び募集活動の視点をふまえて委託事業後の知見となるよう
に運用記録も行う。 
 
令和６年度は 「開発プログラムの実証・改訂と追加開発による継続的運用方策の検討」
を行うこととした。 
 
 

3-2 設置・実施した委員会 
 

（１）実施推進委員会 ５回 

第１回目 第２回目 第３回目 第４回目 第５回目 
 
6/26㈪ 
14:00-16:00 
会場：YIC(新山
口)  

 
8/27㈭ 
14:00-16:00 
会場：YIC(新山
口)  

 
10/21㈪ 
14:00-16:00 
会場：YIC(新山
口)  

 
12/24㈫ 
14:00-16:00 
会場：YIC(新山
口)  

 
2/21㈮ 
14:00-16:00 
会場：YIC(新山
口)  

 
（2）体制整備委員会 ５回 
第１回目 第２回目 第３回目 第４回目 第５回目 
 
6/13㈭ 
15:00-17:00 
会場：YIC(新山
口)  

 
8/26㈪ 
 10:00-12:00 
会場：YIC(新山
口)  

 
10/11㈮ 
15:00-17:00 
会場：YIC(新山
口)  

 
12/13㈮ 
 15:00-17:00 
会場：YIC(新山
口)  

 
2/12㈬ 
15:00-17:00 
会場：YIC(新山
口)  
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（3）講座開発運営委員会 ５回 

第１回目 第２回目 第３回目 第４回目 第５回目 
 
6/20㈭ 
16:00-18:00 
会場：YIC(新山
口)  

 
8/26㈪ 
16:00-18:00 
会場：YIC(新山
口)  

 
10/17㈭ 
16:00-18:00 
会場：YIC(新山
口)  

 
12/17㈫ 
16:00-18:00 
会場：YIC(新山
口)  

 
2/17㈪ 
16:00-18:00 
会場：YIC(新山
口)  
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3-3 実施した調査 
（１）オンライン講座受講者学習プロセス調査（R６年度分） 

調 査 名 オンライン講座受講者学習プロセス調査（R６年度分） 

調 査 目 的 組織内の現状を踏まえて、在職者が、どのような環境で、何を学び、どのよ
うな過程で、どのような心理的変化の中、学習成果を向上させることができ
るか、適切な環境要因と心理的プロセスへのアプローチを分析する。 

調 査 対 象 山口市内の観光・料飲・サービス業（従業員が５０名前後までの３０件程
度）の本開発講座の検証における参加者をモニターとする。 

調 査 手 法 学習管理システム（LMS）による学習ログの解析。受講者の開始から修了ま
でのヒアリングと学習成果との追跡調査。観察法と半構造化インタビューを
主として行う。 

調 査 項 目 現在の在職者に求める知識・技能・態度と階層別のレベル感、今後のインバ
ウンドや生産性向上を目的とした DX対応に向けた企業側が求める能力と在
職者が学ぶ上での問題と思われていること。自らのリスキリングに対する理
解度とキャリア形成に対する意識と実態。心理的変化と学習行動への影響等
とする。 

分 析 内 容 
（集計項目） 

内容・階層別にカテゴリー化して、言動をスクリプトで具体的な表現として
可視化し、学習環境・内容、学習に対する意識、キャリア形成に対する認識
と外的要因と心理的変化の関係等を整理する。 

学 び 直 し 
講座の開設に
ど の よ う に 
反 映 す る か 
（活用手法） 

開設する講座の種類とレベルのバリエーションを階層化して、個人が個別に
選択可能とする。なお、厚生労働省の職業能力評価基準を参考にして学習し
たい講座と求められている職業能力をマッチングできる指標として提示でき
るガイドブックを作成する。リスキル推進アドバイザー講座に必要な学習内
容として反映する。 
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3-4 実施した実証講座の内容 
（１）専門職業人材講座の実施概要 
講 座 名 専門職業人材講座 

実 証 講 座 
の 対 象 者 

企業ヒアリングを受けた観光・料飲・サービス業の従事者で、勤務３年程度未
満の方と中核人材の方が一緒の講座受講が望ましい。 
（年齢・性別不問、就業状況（正規・非正規）問わず） 

期 間 
（日数・コマ数） 

４ヶ月間において、20～30時間＋自主学習（15時間）を想定 
キャリアコンサルティング（1時間を定期的に実施）、オリエンテーション
（1時間）、オンライン学習（4か月通して受講可能、15時間程度）、集合
WS（演習・実習）研修（12時間程度）、交流カフェ（2時間）、成果発表
（2時間）等 

実 施 手 法 及 び 
実 施 内 容 

開発した講座プログラムを事前応募された受講者を対象に、以下の手順で行
う。 
1_ 受講者の個別キャリアコンサルティング（学習計画と意欲喚起）を行い、

コース内のオンライン講座の選択を行う。状況によっては企業側のご担当
との３者面談も実施する。また、定期的に面談（オンライン含む）を設定
し、学習状況や不明点、意識の変化、感想などを聞き出す。 

2_ 事前の受講者同士・講師、アドバイザーとの顔合わせも兼ね、オリエンテ
ーションを行う。 

３_ 自主的に決めたオンライン講座を受講。その際、受講者の心理的状態を
並行して記録をとる。必要に応じて声掛け、対面に入る前のモチベーシ
ョン維持を行う。 

４_ 対面演習・課題実習前の事前集合研修において、個々の受講者の感想と
受講者同士による交流から学習意欲・モチベーションの増減を検証する。 

５_ 対面課題実習による受講者間の学習成果として、事前習得した知識の定
着状況と知的技能および行動転用の理解度確認を毎回行う。なお、同実
施内容については、業務にて実際にどう活かすかを狙いとした計画実行
を自主課題として業務内で実行し、その成果報告を発表用にまとめる。
（受講者を送り出した企業との連携も行う） 
また、問題整理および情報収集では、対話型 AI を活用しながら、グルー
プワークにより進めていく。 

6_ 最終日には、学習成果発表を受講者が行い、相互評価を行うことで修了判
定・授与を行う。同時に評価観点と評価基準について整理する。 

想 定 さ れ る 
受 講 者 数 

・インバウンド対応おもてなし（英）会話コース…１０名  
・マナープロトコール…１０名 
・DX系エントリーコース…１０名 
・中核 DX人材育成コース…５名 
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（２）プログラム：１『インバウンド対応おもてなし英会話コース』 実証 
7/2 キックオフミーティ

ング 
（集合研修） 

参加 10名 

7月～8月 
２ヵ月間 

オンデマンド学習 
（オンライン） 

Aコース（約１１時間）B コース（約１３時間） 学習
進捗 55.6％達成 習得度チェック：小テストの実施平均
スコア７４点 

7月～8月 
 

個別相談 
（オンライン） 

伴走支援者（リスキル推進アドバイザーが担当） 
1回目：企業社 5／8社実施済 受講者１０名／１０名 
2回目：受講者 9名／10名実施済 

9/6 交流カフェ 
（集合研修） 

参加 5名  

9月～10月 ワークショップ①～
⑥ 
（集合研修） 

参加①7名 ②5名 ③5名 ④6名 ⑤2名 ⑥2名  
参加率：４５％ 

10/25 成果発表会 
（集合研修） 
 
 
評価基準シート 

参加 4名 各自の課題テーマに沿って外国人キャストに
対して接客ロールプレイングを行った 
 
修了者４名分評価・コメント作成⇒各事業所へ報告 
開始時の自己評価：平均値 1.5 
修了時の自己評価：平均値３   講師評価：平均値
3.25～3.5 （最大 4） 
終了要件：出席率 65%～80％ 評価数値 3～４ 

 
 
（３）プログラム：２『マナープロトコールコース』  実証 
キックオフミーティ
ング 
（集合研修） 

10/1開催 参加 9名 
R4マナープロトコール講座開発のテキストを配布 

オンデマンド学習 
（オンライン） 

R5開発した動画教材２0本（約３時間）＆テキスト＆理解度テスト（LMS
で） 
3点併用しながら学習を進める 
学習達成度：88％ 受講者から内容の質問などもあり積極的な姿勢が伺えた 
観光 DX 動画（R4 文科省事業）Udemyで提供 

個別相談 
（オンライン） 

伴走支援者（リスキル推進アドバイザーが担当） 
1回目：１１月実施  9名実施 並行して企業ヒアリング 
2回目：12月～1月 9名実施 
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交流カフェ 
（集合研修） 

11/26開催  
前半：学習への動機付け、相互理解 
・オンデマンド学習の振り返りと感想の共有（アイスブレイクとして） 
・現時点での自己評価と講座終了後の自分像をどう埋めていくか 
後半：基本動作演習  
・姿勢、立ち方、座り方、歩き方、お辞儀、 物の渡し方、名刺交換基本動作 
ねらい：モチベーション UP・ソーシャルラーニングの醸成⇒学習進捗・効果
の向上 
各自の課題を顕在化、相互理解できよりｽｷﾙｱｯﾌﾟに対する動機付けへ繋がった 

ワークショップ①～
⑥ 
（集合研修） 

12/3～1/21 R5開発版を改訂して実施 
12/3①話し方・聞き方（基礎知識、ケース検討） 
12/10②電話応対（ロールプレイング） 
12/17③外国人接遇（基礎知識、ケース検討） 
1/7④クレーム対応（グループワーク） 
1/14⑤クレーム対応（ロールプレイング） 
1/21⑥成果発表制作、準備 
実践の学びを日々の業務へ反映、反復しながらマインド、技能を向上させる 

成果発表会 
（集合研修） 
 
 
評価基準シート 

参加 9名 各自の自社サービスの魅力を紹介するプレゼンテーション行った 
 
修了者 9名分評価・コメント作成中⇒各事業所へ報告 
開始時の自己評価：平均値 1.5 
修了時の自己評価：平均値３   講師評価：現在集計中 （最大 4） 
終了要件：出席率 65%～80％ 評価数値 3～４ 

 
 
（４）プログラム：３『DX系エントリーコース』 実証 
キックオフミーティ
ング 
（集合研修） 

10/3開催 参加 8名 2名は業務都合により欠席 
自主的に活発な交流促進が行われた 

オンデマンド学習 
（オンライン） 

Udemyコンテンツ 6本（約 12時間） 学習進捗 75％達成 
観光 DX 動画（R4 文科省事業）Udemyで提供 

個別相談 
（オンライン） 

伴走支援者（リスキル推進アドバイザーが担当） 
1回目：１１月実施  8名実施 並行して企業ヒアリング 
2回目：12月～1月を予定 

交流カフェ 
（集合研修） 

11/28開催 9名参加 
ねらい：モチベーション UP・ソーシャルラーニングの醸成⇒学習進捗・効果
の向上 
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ワークショップ①～
⑥ 
（集合研修） 

12/5～1/23 R5開発版を改訂して実施 
12/5①生成 AI（ChatGPT）入門 
12/12②生成 AI（ChatGPT）実践ワークショップ 
12/19③顧客理解と市場分析 
1/9④コンテンツ企画の立案と SNS配信計画 
1/16⑤SNS配信後の結果分析 
1/23⑥最終成果発表準備 

成果発表会 
（集合研修） 
 
 
評価基準シート 

参加 9名 自社、事業課題に沿ったテーマで新規事業計画や課題解決提案の
プレゼンテーションを行った 
課題の設定、分析、プレゼンテーション資料作成は全て生成 AIで行い、デジ
タル技術を活用した学習プロセスを元に効率的に案件の提案、計画の設計に
取り組んだ。 
 
修了者 9名分評価・コメント作成中⇒各事業所へ報告 
開始時の自己評価：平均値 1.1 
修了時の自己評価：平均値 2.7   講師評価：現在集計中 （最大 4） 
終了要件：出席率 65%～80％ 評価数値 3～４ 

 
（５）リスキル推進アドバイザー講座の実施概要 
講 座 名 リスキル推進アドバイザー講座 

実 証 講 座 
の 対 象 者 

団体職員または在職者のキャリア形成サポートを行いたいと考えている方。
キャリアコンサルタント資格者または職業能力開発推進者であることが望ま
しい。 
（年齢・性別不問、就業状況（正規・非正規）問わず） 

期 間 
（日数・コマ数） 

24 時間程度の講義・演習・実習（6 時間の 2 日間 及び 12 時間程度の自主
学習を想定） 

実施手法及び実施内
容 

開発した講座プログラムを事前応募された受講者を対象に以下の手順で行
う。 
1_ 協力団体および企業にて該当する業務担当者および現在キャリア形成サ

ポートを行っている方で今後リスキリング推進に協力したいと考えてい
る方を募集する。 

2_ 開発した事前学習教材を熟読した上で、知識概論に対する課題レポート提
出を求めて、前提学習評価を行う。 

3_ 対面学習では、誌上演習として、オンデマンド学習状況の分析と対応につ
いて、個人学習とグループ学習による多様な対応について学ぶ。 

4_ 対面学習の実技では、オンラインおよび対面によるキャリアコンサルティ
ング実習を行う。体験学習で学んだ自身の対応について振り返り、自分の
応答への認知傾向を踏まえた自分留意事項を整理する。 
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5_ 修了時には知識領域と実技領域の習得度評価を行う。 
6_ 講座全体への受講者のアンケート調査を行う。 
7_ 以上の講座内容を総括して、講座全体の過不足および受講者の理解度と満

足度から改訂を行う。 
8_ 修了者には、開発講座の 1on1を検証実施してもらい、受講者と修了者か

らの評価を行う。 
想 定 さ れ る 
受 講 者 数 

リスキル推進アドバイザー講座…５名 

 
 
（６）『リスキル推進アドバイザー講座』 実証 
キックオフミーティ
ング 

7/29開催 参加７名 
リスキル推進アドバイザーとして必要なスキルについての意見交換 

自主学習① 
（個別自習） 

事前学習として昨年度制作のテキストから抜粋し、自主学習 

自主学習② 
（個別自習） 

事前学習として昨年度制作のテキストから抜粋し、自主学習 

ワークショップ① 
（集合研修） 

9/24開催 参加７名 
昨年度事例に基づいた意見交換、対応の検討 
企業訪問時の注意事項、情報収集時の AI 活用について学習する 

自主学習③ 
（個別自習） 

事前学習として昨年度制作のテキストから抜粋し、自主学習 

ワークショップ② 
（オンライン） 

参加７名 
主に企業担当者との面談を想定したロールプレイングを実施 

ワークショップ③ 
（オンライン） 
 

参加７名 
主に受講者面談を想定したロールプレイングを実施 
リスキル推進アドバイザー独自の面談方法を確認 
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3-5 開発した教材等（改訂含む） 
（１）専門職業人材講座 
1.インバウンド対応おもてなし
英会話コース 

・授業マニュアル（R6新規） 
・テキスト（改訂） 
・シラバス（改訂） 
・演習問題（改訂） 
・評価基準（R6新規） 
 

R６実証実施 

2.マナープロトコールコース 
 

・テキスト（改訂） 
・シラバス（改訂） 
・演習問題（改訂） 
・評価基準（R6新規） 
 

R６実証実施 

3.DX系エントリーコース 
 

・授業マニュアル（R6新規） 
・テキスト（改訂） 
・シラバス（改訂） 
・演習問題（改訂） 
・評価基準（R6新規） 
 

R６実証実施 

4.中核 DX人材育成コース 
 

・テキスト 
・シラバス 
・演習問題 
 

R７実証実施 

 
 
 
（２）リスキル推進アドバイザー講座 
1.リスキル推進アドバイザー講
座 

・テキスト（改訂） 
・シラバス（改訂） 
・演習問題（改訂） 
・運用手引き 
 

R６実証実施 

2.リスキル推進アドバイザー講
師養成講座 

・・テキスト 
・シラバス 
・演習問題 
 

R７実証実施 
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3-6 広報事業（業界団体・企業との連携、ホームページ） 
（１）募集パンフレット展開 

 

 
パンフレットの配布先 
山口商工会議所 月報折り込み 
山口県観光連盟 総会配布 
湯田温泉協同組合 総会配布・理事会プレゼン 
美祢市観光協会 総会配布 
山口青年会議所 総会配布・例会アナウンス 
山口県インバウンド商談会 会場設置 
長門湯本温泉協同組合 理事会配布 

 
 
 
（２）事業用ホームページ 
問い合わせ／申込ページを設置 
事業内容の説明や受講者の声、成果物の掲載に加え、配布した広報ツールの受け口とし
て機能させる（２次元コード遷移先） 
問い合わせページからの申込や連絡なども増えている 講座への問い合わせへは後日オンラインにて
講座内容や受講環境の説明を行っている 
ホームページへの導線はパンフレット配布⇒ホームページへアクセスがほとんど 
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（３）企業訪問 
延べ：８４件訪問 
5月下旬～6月下旬 36件訪問   8月～9月下旬 48件訪問 
地域：下関、長門湯本、萩、美祢、山口市（秋穂、小郡、湯田、山口）、宇部、防府 
訪問時に人材育成、リスキリングに対するヒアリングの実施ができた 
人材育成やリスキリングに対してのニーズは高い 自社で教育を実施するリソースは保有していない 
一方で常態化された人手不足、人材が定着しない、シフト勤務のため時間調整が難しい、若手の人材
がほとんどいない、当面の集客や売り上げに困っていないなどの状況によりリスキリング導入への優
先度が低くなる 
業界団体（山口・湯田・湯本）からのリスキリング支援への理解促進、協力が進み、今後は連携をし
ての地域でのリスキリングへの取り組みも期待したい 
 
 
 
3-7 学習管理システム 
受講生に提供する学習管理サイトを提供（Moodleを利用） 
受講者は講座段階に応じて進捗を記録（面談記録、評価シート等は受講者秘匿情報と
して登録） 
●講座資料の提供●面談記録●集合学習時の出欠確認および理解度確認 
●修了アンケート調査●評価シート格納  などを登録管理 
キックオフミーティング（受講開始時）に PC（あるいはタブレット）と同時にログイン方法を説明し
記録を開始。受講者のカルテとなるべき記録の格納場所として本年度から運用を実施した。 
各段階での理解度確認を行うためのテストや資料の提供がまだ紙媒体での実施となったが、次年度は
システム内での実施を想定している。また、面談記録の検索や抽出を簡便に行えるように改修を計画
している。 
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４．実施においての工夫 

4-1 効率的・効果的に実施するための工夫 
 

本事業は、以下の特色がある。 
３年間終了後、 
１ 団体等の継続的な人材育成支援可能な体制（人・情報）整備の構築 
２ 専門職業人材の最新技能としての、地域・業界の実効性のあるコンテンツ開発 
３ 一昨年度の文科省事業の継承と山口大学等との連携 
 
観光立県として、山口県および山口市の活性化を産官学で行う体制を促進する 
１．行政機関、関係諸団体の協力 
各委員会に委員として参画。委員会において講座の進捗や成果・課題を報告、提言をいた
だき、運営に反映した。また、個別の課題に対して専門的見地からの助言や支援を頂戴し
た。 
・山口県観光政策課との情報共有、中小企業の DX人材育成、リスキリング支援事業との
連携 
・山口県観光連盟の支援により会員企業への広報活動機会の提供 
・山口商工会議所の助言により告知パンフレットを制作。周知手法の助言、会員企業に対
する広報活動の援助 
・山口労働局の協力により、在職者への人材開発支援助成金活用促進 
・山口県職業能力開発協会により、山口地域職業能力開発促進協議会委員として、在職者
の職業能力開発の推進について助言 
・山口県情報産業協会にて、DX推進を進める上で、協会のネットワークによる学びと業
務 DX化への情報提供窓口の紹介 
 
成人学習に対する学識者からの知見により学習継続と成果達成を高める 
２．外部専門家の参画 
①山口大学大学院技術経営研究科：教授 福代 和宏 
実施推進委員会（文科省委託 DX事業連携） 
・一昨年度、DX人材育成事業委員であり、本年大学にて申請中の「成長分野における即
戦力人材輩出に向けたリカレント教育推進事業」とのプログラムの情報共有と連携 
・「インバウンド対応おもてなし英会話」における講師サポート役として山口大学留学生
の紹介 
②熊本大学教授システム学研究センター：准教授 合田美子 
講座開発運営委員（ID 評価） 
・インストラクショナルデザインによる講座プログラムの開発・検証 
・受講者評価基準策定への助言 
・講座運用マニュアル作成についての助言 
③福岡大学人文学部教育・臨床心理学科 教授 植上一希 
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体制整備委員（学習心理支援） 
・学習者の心理的視点での支援と非認知能力の学習評価法 
・受講者評価基準策定への助言 
・リスキル推進アドバイザーの役割についての助言 
④大分大学 IRセンター 助教 丹田桂太 
体制整備委員（統計的分析） 
・学習状況のエビデンスの統計的分析とエビデンス管理法 
大学の有識者より教育プログラムの作成プロセスの検証、学習者の統計情報からの検証、
受講者からの内的キャリア形成プロセスの検証、改善に努める。 
・受講者評価基準策定への助言 
・講座運用マニュアルについての助言 
・リスキル推進アドバイザーの役割についての助言 
 
事業の効果的な学習支援法と事業継続するための企業・団体の運用支援の確立 
３ 体制整備に向けた人材育成とガイドブック等の作成 
・体制整備としての人材育成 
①リスキル推進アドバイザーによる支援 
・各講座の運営にあたり、企業管理者からの受講者への成果期待をヒアリングし、受講者
に複数回のキャリアコンサルティングを実施し学習の進捗を支援した。 
・すべての集合研修に同席し受講者の学習状況を把握しながら支援を継続。 
・修了後に最終のヒアリングを受講生に実施し、受講の感想・成長の自覚などを言語化し
共有。 
・講師評価を加えて、講座修了報告として企業責任者を訪問し受講成果の報告を行った。 
②リスキル推進アドバイザー育成講座 
・講座運営と並行で新たにリスキル推進アドバイザーとなる人材の育成を行った。 
・昨年度開発したリスキル推進アドバイザー育成講座テキストに基づき集合研修を含む講
座を実施。 
・YIC学院内からキャリアコンサルティングスキルを有する人材７名を選任。 
・修了後、現行の講座にリスキル推進アドバイザーとして実証に参加した。 
③リスキル推進アドバイザー講師育成講座 
・リスキル推進アドバイザー講師も並行して養成することで、キャリアコンサルタント養
成団体や商工会議所と連携して講座運営できる機関の拡大を図る。 
・リスキル推進アドバイザー講座を講師として運営することができる知識・技能を身につ
けた人材を育成するため、キャリアコンサルタントの知識・技能を有しており、オンライ
ン講習についての一定の理解のある方を対象として、地域特性に合わせた人材育成に対す
る課題を理解して、受講者の学習選択と継続的な学習を成果まで伴走することができる、
また人材育成に必要な知識と対話スキルの指導ができる講師育成をするための講座開発を
行った。 
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５．事業実施に伴う成果物 

5-1 調査報告書 
受講者学習プロセス調査（R6）  
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5-2 体制整備 
リスキル推進アドバイザー講座（改訂）【一部掲載】 
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リスキル推進アドバイザー認定講師講座（開発）【一部掲載】 
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オンライン講座選択学習ガイドブック（開発）AI学習支援ツール（活用マニュアル） 
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学習管理システム（改訂） 
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5-3 専門職業人材講座 
インバウンド対応おもてなし（英）会話コース （改訂）【一部掲載】 

テキスト（改訂） 
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演習問題（改訂） 
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授業マニュアル 
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マナープロトコール講座（改訂）【一部掲載】 
テキスト（改訂） 
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DX系エントリーコース（改訂）【一部掲載】 

テキスト（改訂） 
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演習問題（改訂） 
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授業マニュアル 
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中核 DX人材育成コース（開発） 
テキスト 
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演習問題 
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６．事業の成果と指標 

6-1 受講者アンケートにみる講座への評価 
（１）講座受講者の受講結果 

講座名 期間 受講数 修了数 出席率 動画視聴 
おもてなし英会話 7/1～10/31 10名 ４名 51％ 60％ 
マナープロトコール 10/1～1/31 ９名 ９名 91％ 100％ 
DX系エントリー 10/1～1/31 10名 9名 82％ 83％ 
各コース 10名定員でスタートした。 
英会話は修了者が半数以下となったが、マナー・DXともに高い修了者率となった。 
原因として、会社からの期待値の高さ（マナー）、受講者同士の交流の活発化（DX）があげられる。 
 
（２）修了後アンケートにおける満足度 

講座名 動画視聴 ワークショップ アドバイザーの 
サポート 

実施期間 Teams 

おもてなし英会話 50％ 100％ 50％ 50％ 33％ 
マナープロトコール 89％ 100％ 89％ 89％ 89％ 
DX系エントリー 89％ 78％ 89％ 78％ 89％ 
英会話においては、実施時期に対する満足度が低く、動画視聴でもハードルとなっているが、ワーク
ショップの満足度が高いことは一定の評価を得たものと考えられる。 
マナー、DXは総じて肯定的な意見となっている。 
 
6-2 本年度実証の特徴 
①英会話コースはコミュニケーション支援が機能しきらず 
アドバイザーのサポート、Teamsの利用（ともに 50％）と他のコースでは評価を受けている項目が低
評価。受講者の減少（10名→４名）も影響し、学習環境としてのコミュニティ形成が充分機能しなか
ったことが示唆される。 
 
②マナープロトコールはオンライン学習の満足度が圧倒的に高い。 
参加者のうち４名が同じ企業からの派遣であり、受講態度含めポジティブな影響を及ぼした。 
オリジナルコンテンツを提供したオンライン学習も 100％の満足度で影響力が高い。 
ワークショップ、アドバイザーのサポートとも高い満足度でオンライン学習からワークショップへの
流れが効果的に流れたことがわかる。 
 
③DXコースは総合的に高いが、個々の状況差が大きめ 
学習環境、オンライン動画、ワークショップ、アドバイザーのサポートともに総じて満足。 
ただし、受講者個々のスキル差が大きく、統一支援は難しい。受講者のモチベーションも意欲が高い
層と指示待ち層に二極化された。 
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ドロップアウトしそうな層をいかに拾い上げるか、が今後の課題となる。 
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７．次年度以降に向けて 

7-1 令和７年度の実施予定の事業 
講座開発 ・インバウンド対応おもてなし英会話 

・マナープロトコール 
・DX系エントリーコース  
・中核 DX人材育成コース（新規） 

実証講座 
実証講座 
実証講座 
実証講座 

体制整備 ・リスキル推進アドバイザー育成講座 
・リスキル推進アドバイザー認定講師講座 
・実施講座受講者 受講評価の追跡調査（学習評価） 
・学習管理システム（LMS）の開発、運用マニュアル改訂 
・ホームページ運営 

実証講座 
実証講座 
実施 
開発、改訂 
追加、更新 

 
7-2 改善点と対策 
〈講座開発〉 
●オンライン学習の視聴確認 
・評価の低かった英会話のコンテンツを、より視聴しやすいものに変更する。Udemyコンテンツにこ
だわらずタブレット用アプリなど英語に触れやすいものを提供する。 
・好評だったマナーは継続。DXは階層別に２コースに分かれるのでコンテンツの内容を更新する。特
に論理的思考など生成 AI活用に必須となる国語力の学びを念頭に置く。 
●学習環境の提供 
・機材提供は本年実施の環境を継続。連絡ツールとして Teamsでの反響の遅さが気になる英会話、マ
ナーについては、スマホアプリの提供など迅速な連絡が取れる経路を設定する。 
●運用マニュアルの活用 
・講座ごとに運用マニュアルを作成し、講座の運営から評価に至るまでの注意点を整理する。これに
より講座運営上の注意点や評価シートの作成までを網羅するガイドとする。 
 
〈体制整備〉 
●学習管理システム（LMS）への情報集約 
・現時点でシステムに登録できていない「理解度テスト」を LMS上で運用し採点できるようにする。 
・各ワークショップで利用する教材の格納を行う 
・毎回のワークショップでの受講生フィードバックを講座運営や受講支援に反映する。 
・面談記録（企業・受講者）のテキストログの検索性を高め、評価時に参照できるようにする。 
・修了アンケート調査の分析手順を整える。 
●面談の効率化と共有 
・運営コース増による受講者面談対応を新たに育成するリスキル推進アドバイザーでカバーする。面
談内容は LMSに記録し、アドバイザー間で履歴が共有できるように配慮し対応力を上げる。 
●生成 AIの活用 
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・受講者への面談、企業訪問時のヒアリング準備、面談記録の分析などに生成 AI を活用し、効率化を
図る。 
 
〈普及促進について〉 
●今後作成する成果物 
・研修体系と運用に対するマニュアル 
・修了認定制度運用ガイドライン 
・専門職業人材オンライン講座選択ガイドブック 等 
を活用し、他団体が地域企業・在職者へ提供する際の導入を促進し、スムーズな運用を可能とする。
加えて当学院が継続的にリスキル推進アドバイザーを派遣、紹介する仕組みを作る。 
 
また、リスキル推進アドバイザー講座は本学院で実施することで新規人員を育成していく。 
・本学院では、研修体系と運用に対する継続的活用可能なポータルサイトおよび学習管理システムを
事業終了後も他団体が利用可能にし、リスキル推進を促進する。 
・上記のように事業の継続と普及・拡大を行うことで、開発した講座の改訂やバリエーションの拡大
を継続的に行う。 
専門職業人材講座は、時代とともに変化対応する必要があり、育成した業界・企業対象職業人材に向
けたコンサルタントを実施し、常に企業・業界のニーズを受けながら、業種・地域・団体の拡大を行
っていく。 
・また、行政等ともこれまで以上に連携することで、企業や個人が経済的にも支援が受けられるよう
に「山口地域職業能力開発推進協議会」とも情報共有して、山口県も推進している中小企業の DX人
材育成とリスキリング支援事業としても運用継続を図りたい。 
 
 

以上 
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